
 

 

  

 

宮崎県協会 

福祉巡回車を寄贈しました 

宮崎県協会（会長：山本修司 明治安田生命宮崎支社長、写真右から２番目）は、 

6 月から 7月にかけて実施しました募金（協力者 2,452 名）を財源とする福祉巡回車両

の寄贈を 12 月 3 日に宮崎県福祉総合センターにて行い、今年度は高鍋町社会福祉協議

会に寄贈しました。 

山本会長より「介護を受けられる方の送迎車両として、介護を必要とされる方々に 

安心、安全に介護施設を利用いただくことと、運転する職員の皆様の安全を祈念しつ

つ、活動にお役立ていただければ幸いです。」との挨拶の後、高鍋町社会福祉協議会の

河野会長（写真中央）より「地域の誰一人取り残さない支援に役立ててまいりたい、

福祉インフラの整備に苦労している中で今回の寄贈は大変ありがたい。」との 

お礼の言葉を承りました。今回で寄贈累計台数が 54台となりました。 

引き続き、地域社会の活性化につながる活動に取り組んでいきます。 


